
 

 

古布を活かしてリメイク。襤褸（らんる）に包まれた 

“らんるっ子”たち。日常生活で使われてきた 

藍木綿（らんもめん）。古布襤褸（こふらんる）の 

魅了を感じていただけたら幸いです。 

～作家メッセージ～ 

襤褸（らんる） 

「ぼろ」とも読みます。 
江戸時代以前から布が貴重品であった寒冷な地方などで、古い布や端布を継ぎ接ぎ（つぎはぎ）や 
刺し子（さしこ）で補修しながら大切に長く使ってきた衣類や布製品を指す言葉として使われます。 
この伝統的な布は、現代では「BORO」として海外でも美術的価値が評価されています。 
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【お問合せ】はつかいち美術ギャラリー TEL０８２９－２０－０２２２ 
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